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ヒラメ属　　Paralichthys olivaceus (Temminck & Schlegel, 1846)

ヒラメ          珍しさ ★★

【解説】 体は著しく側扁し、 口は大きい。 体は前後方向

に長い楕円形に近い形状を呈する。 仔魚は水深 25 m
付近に多く、 動物プランクトンをおもな餌とする。 着底後、

全長 110 mm 以下の個体ではアミ類を、 その後 140 
mm 未満にかけてはアミ類に加えカタクチイワシなどの小

型魚類を餌とするようになり、 その後はさらに魚食性が

強くなることが知られている （石田ほか、 1977 ； 桑原 ・

鈴木、 1982 ； 山田ほか、 1998）。 天然魚の漁獲は北

海道や青森県において盛んであるが、 養殖個体に関し

ては、 鹿児島県は大分県と並ぶ日本でも有数の生産県

である。 内之浦湾においては釣りなどによって漁獲され、

活魚として市場にだされることが多い。 いわずとしれた高

級魚で、 生食でも火を通しても美味。 （畑　晴陵）

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE

■ ヒラメ Paralichthys olivaceus KAUM–I. 74768, 159.2 mm SL

■ ヒラメの大型個体（2006 年 2 月 8 日撮影）

スズキ目サバ科 SCOMBRIDAE
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【解説】 有眼側の体側に、 2 個の褐色斑が 1 つになった眼状斑が複数ある （写真の個体では 3 つ）。 鰓耙は他の

多くの同属他種と異なり櫛状ではなく、 掌状。 その独特の色彩から、 同属他種とは容易に識別される。 国内では静

岡県から鹿児島県にかけての太平洋沿岸と、 山口県から鹿児島県にかけての日本海 ・ 東シナ海沿岸から報告され

ている。 内之浦湾においては非常に稀な種と思われ、 本調査でも写真の個体のみが確認された。 （畑　晴陵）

ガンゾウビラメ属　　Pseudorhombus dupliciocellatus Regan, 1905

メガレイ          珍しさ ★★★★★

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE

■ メガレイ Pseudorhombus dupliciocellatus KAUM–I. 82784, 37.9 mm SL
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ガンゾウビラメ属　　Pseudorhombus levisquamis (Oshima, 1927)

タイワンガンゾウビラメ          珍しさ ★★★★

【解説】 有眼側の側線屈曲部に白色に縁取られた黒色斑がある。 有眼側の体側鱗のほとんどは円鱗であるが、 体

背縁と体腹縁の付近のもののみ弱い櫛鱗。 無眼側の体側鱗は一様に円鱗。 有眼側の体側に 1 眼状斑を有すること

で本種に酷似するガンゾウビラメ （本書未掲載） は、 有眼側の体側鱗が一様に櫛鱗であることにより本種と識別さ

れる。 水深 30 m 以浅に生息し、 日本国外では台湾、 中国南部から記録がある。 日本国内においては内之浦湾の

ほか、 これまで相模湾、 和歌山県と高知県、 鹿児島県志布志湾から記録があるのみ （大橋 ・ 本村、 2011 ； 尼岡、

2016）。 内之浦湾においては稀な種であり、 上記個体が確認されたのみ。 本種を含めて、 ガンゾウビラメ属各種は

内之浦において、 「かり」 と称され、 大型個体は食用に供され、 活魚として流通することが多い。 （畑　晴陵）

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE

■ タイワンガンゾウビラメ Pseudorhombus levisquamis KAUM–I. 98088, 309.5 mm SL

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE
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【解説】 有眼側の体側の側線上方に 3 個、 下方に 2 個の黒色斑があるが、 斑紋が不明瞭な個体や欠如した個体な

ど様々なタイプが認められている （尼岡、 2016）。 よく似たヘラガンゾウビラメ （本書未掲載） の有眼側の体側には

眼状斑や輪状斑が多数散在することにより識別される。 北海道から九州南岸にかけての太平洋沿岸、 日本海 ・ 東

シナ海沿岸、 および瀬戸内海に分布する。 国外では朝鮮半島、 台湾、 中国、 インドネシアのジャワ島 ・ スマトラ島

に分布する。 内之浦湾では稀に定置網により漁獲されるが、 最大でも体長 15 cm 程度の小型種であり、 食用となる

ことはない。 （畑　晴陵）

ガンゾウビラメ属　　Pseudorhombus pentophthalmus Günther, 1862

タマガンゾウビラメ          珍しさ ★★★

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE

■ タマガンゾウビラメ Pseudorhombus pentophthalmus KAUM–I. 14724, 93.6 mm SL

■ タマガンゾウビラメの頭部
（KAUM–I. 14724, 93.6 mm SL）
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【解説】 有眼側の体側には淡褐色斑が散在し、 体側鱗は剥がれにくい。 同属のユメアラメガレイ （本書未掲載） は

体側が一様に茶褐色を呈し、 体側鱗が剥がれやすいことなどにより、 アラメガレイと識別される。 口は小さく、 上顎

後端は眼の中央に達しない。 国内における分布は広く、 茨城県以南の太平洋沿岸、 北海道から九州南岸にかけて

の日本海 ・ 東シナ海沿岸、 および瀬戸内海に分布する。 内之浦湾では定置網により散発的に得られるが、 最大で

も体長 6 cm 程度の小型種であり、 食用となることはあまりない。 岡山県では 10 個体ほど並べて 1 枚の干物にし、

この製品を 「ツンコガレイ」 と呼び、 炙って食すという （尼岡、 2016）。 （畑　晴陵）

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE

アラメガレイ属　　Tarphops oligolepis (Bleeker, 1858)

アラメガレイ          珍しさ ★★★

カレイ目ヒラメ科 PARALICHTHYIDAE

■ アラメガレイ Tarphops oligolepis KAUM–I. 55506, 40.0 mm SL



‐ 442 ‐

ホシダルマガレイ属　　Bothus myriaster (Temminck & Schlegel, 1846)

ホシダルマガレイ          珍しさ ★★★★★

【解説】 体側有眼側は淡い黄土色を呈し、

側線直走部に暗色斑がある。 両眼は大き

く離れ、 大型個体ほど顕著。 有眼側の体

側鱗は縁辺部のものを除いて円鱗。 胸鰭

は著しく伸長する。 オスは無眼側の体側

に非常に細かい暗色帯が多数はいる。 最

大で体長 27 cm に達し （尼岡、 2016）、

幼魚や若魚の体は円形に近いが、 成長

に伴い楕円形となる。 若魚は水深 30 m
ほどの浅所に多く生息するが、 成魚では

150 m 以深にも現れる （尼岡、 1997）。

日本国外では韓国、 台湾、 ベトナム、 フィ

リピン、 インドネシアのスマトラ島、 オース

トラリアのロードハウ島、 およびアフリカ東

岸から知られる。 国内においては島根県

沖、 山口県日本海沿岸、 相模湾から宮崎

県にかけての太平洋沿岸、 および屋久島

南東沖から報告されており、 本報告が鹿

児島県本土における本種の初めての記録

となる。 （畑　晴陵）

カレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAE

■ ホシダルマガレイ Bothus myriaster KAUM–I. 98030, 58.9 mm SL, メス

■ ホシダルマガレイの無眼側（KAUM–I. 98030, メス）
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コウベダルマガレイ属　　Crossorhombus kobensis (Jordan & Starks, 1906)

コウベダルマガレイ          珍しさ ★★★★

【解説】 有眼側の体側は暗褐色。 胸鰭最上部の軟条は糸状に伸長する。 オスの眼隔域には小青色斑が散在する。

オスの無眼側には濃紫色斑がある。 この濃紫色斑の大きさ ・ 形状は種によって異なり、 本種では鰓蓋よりも後方全

ての無眼側体側を覆うが、 カネコダルマガレイ （本書未掲載） では小さく、 無眼側の一部のみを覆う。 また、 カチド

キダルマガレイ （本書未掲載） においては、 濃紫色斑が V 字状を呈する。 房総半島以南の太平洋沿岸、 新潟県以

南の日本海沿岸 ・ 東シナ海沿岸、 大隅諸島、 伊豆諸島、 八丈島から記録がある。 なお、 コウベダルマガレイは内

之浦湾においては極めて稀な種とみられ、 本研究においても写真の 1 個体のみが得られた。 （畑　晴陵）

カレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAEカレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAE

■ コウベダルマガレイ Crossorhombus kobensis KAUM–I. 74767, 55.6 mm SL, オス
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カレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAE

【解説】 尾鰭に 1 対の黒色斑がある。 有眼側は淡褐色を呈し、鱗は剥がれやすい。 両眼間隔域は平坦で、広い （オ

スがより広い）。 体高が高く、 体長の 50% を越え、 体形は丸みを帯びる。 よく似たチカメダルマガレイ （本書未掲載）

は体高が低く、 体高が体長の 50% 未満であるほか、 両眼間隔が狭いことなどにより識別される。 国内では兵庫県

香住以南の日本海 ・ 東シナ海沿岸と、 相模湾以南の太平洋沿岸に分布する。 水深 30 m 以浅の砂泥底に生息し、

内之浦湾においても頻繁に定置網に入る。 最大でも体長 11 cm 程度の小型種であり、 練り物の原料や、 乾物とさ

れる程度 （尼岡、 2016）。 （畑　晴陵）

ダルマガレイ属　　Engyprosopon grandisquama (Temminck & Schlegel, 1846)

ダルマガレイ          珍しさ ★★

■ ダルマガレイ Engyprosopon grandisquama KAUM–I. 44854, 63.1 mm SL, メス
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カレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAEカレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAE

【解説】 成魚の体は前後方向に細長い楕円形を呈し、 有眼側の体色は一様に茶褐色。 両顎歯は無眼側にのみそなえ

る。 側線鱗数は 93 ～ 105。 前鰓蓋骨は後方に膨出せず、直角に近い角度で屈曲する。 ホシヤリガレイ （本書未掲載）

は体側に小黒斑が散在すること、 前鰓蓋骨下縁が膨出することなどにより識別される。 仔魚の体は白色半透明で、 不

規則な黒色斑が散在する。 背鰭と臀鰭の軟条が成魚と比較して著しく長い。 内之浦湾においては幼魚が定置網に数多

く得られているが、 成魚は確認されていない。 成魚は水深 70 m 以深に多く生息することから、 成長に伴い志布志湾や

さらに沖合などの深場へと移動しているものと思われる。 内之浦における利用はない。 得られた 7.5 cm の個体では無

眼側から有眼側へと眼が移動していたが、 6.9 cm の個体 （写真は次ページ） では移動していなかった （畑　晴陵）

ヤリガレイ属　　Laeops kitaharae (Smith & Pope, 1906)

ヤリガレイ          珍しさ ★★

■ ヤリガレイ Laeops kitaharae KAUM–I. 89498, 74.3 mm SL
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カレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAE

■ ヤリガレイ Laeops kitaharae KAUM–I. 86542, 69.4 mm SL

イイジマダルマガレイ属　　Psettina iijimae (Jordan & Starks, 1904)

イイジマダルマガレイ          珍しさ ★★★★

■ イイジマダルマガレイ Psettina iijimae KAUM–I. 60806, 53.5 mm SL

【解説】 有眼側の体側は淡褐色を呈し、 輪郭

の不明瞭な白色斑と黒色斑が散在する。 体

背縁と体腹縁の黒色斑は背鰭と臀鰭に及ぶ。

尾鰭に暗色横帯がある。 その特徴的な色彩

から、近縁種との識別は容易。 国外では韓国、

台湾、 中国の広東省 ・ 海南島、 およびインド

ネシアから記録がある。 これまで国内からは

駿河湾以南の太平洋沿岸、 新潟県から長崎

県橘湾までの日本海 ・ 東シナ海沿岸、 鹿児

島湾からの記録がある。 内之浦湾においては

稀な種と思われ、 本調査でも写真の個体のみ

が確認された。 （畑　晴陵）
■ イイジマダルマガレイの頭部（KAUM–I. 60806）
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カレイ目ダルマガレイ科 BOTHIDAE カレイ目カレイ科 PLEURONECTIDAE

【解説】 体は一様に茶褐色を呈し、 焦げ茶色の小斑点が散在する。 メイタガレイ Pleuronichthys lighti Wu, 1929 （本

書未掲載） とは形態的に非常によく似ており、 識別が困難であるが、 体側中央に並ぶ縦列鱗数と側線下方横列鱗数

がメイタガレイではそれぞれ 88 以上と 59 以上であるのに対し、 ナガレメイタガレイではそれぞれ 87 以下と 57 以下で

あること、 有眼側の小黒斑がメイタガレイでは不定形であるのに対し、 ナガレメイタガレイでは小円形を呈するものが

多いことなどによって識別される （Suzuki et al., 2009; Yokogawa et al., 2014 ； 尼岡、 2016）。 メイタガレイとナガレ

メイタガレイに適用すべき学名は長らく不明であったが、 Suzuki et al. (2009) はメイタガレイに対しては P. cornutus を

適用する一方で、 ナガレメイタガレイは適用すべき学名のない未記載種であり、 P. japonicus Suzuki, Kawashima & 
Nakabo, 2009 として新種記載をおこなった。 しかしその後、 Yokogawa et al. (2014) によって、 P. cornutus はナガレ

メイタガレイに適用すべき学名であり、 メイタガレイには Suzuki et al. (2009) において P. cornutus の新参異名とされ

た P. lighti を適用すべきことが明らかにされた。 内之浦湾においては定置網により普通に得られるものの、 最大でも

体長 20 cm 程の小型種で肉量に乏しいことから、 内之浦では食用となることはほとんどない。 （畑　晴陵）

メイタガレイ属　　Pleuronichthys cornutus (Temminck & Schlegel, 1846)

ナガレメイタガレイ          珍しさ ★★

■ ナガレメイタガレイ Pleuronichthys cornutus KAUM–I. 98019, 119.2 mm SL
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【解説】　有眼側の体側には黒色横帯が多数はいる。 背

鰭第 1 軟条は太く、 伸長する。 また、 両眼間隔域は隆

起し、 無鱗。 背鰭と尾鰭、 臀鰭と尾鰭はどちらも連続す

る。 インド ・ 西太平洋に広く分布し、 国内では千葉県以

南の太平洋沿岸と、 山口県以南の日本海 ・ 東シナ海沿

岸から記録がある。 一般的に水深 100 m 前後の砂泥

底に多く生息するとされるが、 内之浦湾では水深 30 ～

40 m に設置された定置網に頻繁に得られる。 最大でも

体長 20 cm 程度の小型種であることから、 食用にされ

ることはほとんどないと思われる。 （畑　晴陵）

ツノウシノシタ属　　Aesopia cornuta Kaup, 1858

ツノウシノシタ          珍しさ ★★★

■ ツノウシノシタ Aesopia cornuta KAUM–I. 74758, 149.5 mm SL

カレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAE

■ ツノウシノシタの無眼側（KAUM–I. 73962）
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カレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAEカレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAE

トビササウシノシタ属　　Aseraggodes kobensis (Steindachner, 1896)

トビササウシノシタ          珍しさ ★★★★★

■ トビササウシノシタ Aseraggodes kobensis（2007 年 2 月 15 日撮影）

■ ツノウシノシタ Aesopia cornuta KAUM–I. 73962, 118.1 mm SL

【解説】有眼側は一様に茶色を呈し、不明瞭な濃褐色斑が散在する。 有眼側の前鼻管は短く、下眼の前縁に達しない。

無眼側は一様に乳白色。 体形などはモヨウウシノシタ（本書未掲載）に類似するが、有眼側に網目状の斑紋がない（モ

ヨウウシノシタでは有眼側体側縁辺部に網目模様がある） ことで識別できる。 水深 100 m 近くの砂泥底に多く生息し、

水深の浅い内之浦湾において漁獲されることは極めて稀。 最大でも体長 10 cm 程度の小型種であり、 食用となるこ

とはないものと思われる。 （畑　晴陵）
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カレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAE

【解説】 口が鉤状に著しく湾曲し、 有眼側の体側には黒色と白色の小斑点が散在する。 本種と同様に口が著しく湾

曲するモンツキウシノシタ （本書未掲載） は有眼側体側に馬蹄状の暗色斑が 3 対あることで、 本種と識別される。

青森県から九州南岸にかけての太平洋 ・ 日本海 ・ 東シナ海沿岸、 および瀬戸内海に広く分布する。 国外では韓国、

中国の広西省、 および海南島から記録がある。 内之浦湾においては定置網によって時折得られるものの、 最大でも

体長 15 cm 程度の小型種であることから、 食用魚として扱われることはほとんどないものと思われる。 （畑　晴陵）

ササウシノシタ属　　Heteromycteris japonica (Temminck & Schlegel, 1846)

ササウシノシタ          珍しさ ★★★

■ ササウシノシタ Heteromycteris japonica KAUM–I. 74755, 63.9 mm SL
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カレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAEカレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAE

【解説】 有眼側の体側の地色は淡褐色で焦げ茶色の横帯が多数ある。 各横帯の中央部の色は淡い褐色。 尾鰭後

縁は黒色。 尾鰭は背鰭 ・ 臀鰭と基底部付近でのみ連続する。 有眼側の前鼻管は長く、 下眼の前縁よりも後方に達

する。 日本のほか朝鮮半島南岸、 および台湾に分布する。 国内では北海道から九州南岸にかけての日本 ・ 東シナ

海・太平洋沿岸、 瀬戸内海、 および東シナ海大陸棚域に広く分布する。 水深 100 m 前後の砂泥底におもに生息し、

水深の浅い内之浦湾において漁獲されることは極めて稀。 体長 15 cm 程度の小型種であり、 市場に並ぶことはない

ものと思われる。 （畑　晴陵）

セトウシノシタ属　　Pseudaesopia japonica (Bleeker, 1860)

セトウシノシタ          珍しさ ★★★★

■ ササウシノシタ Heteromycteris japonica KAUM–I. 83539, 61.9 mm SL

■ セトウシノシタ Pseudaesopia japonica（2013 年 7 月 23 日撮影）
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【解説】 有眼側の体側には黒色横帯が多数はいる。 背鰭軟条数は 68 ～ 82、 臀鰭軟条数は 56 ～ 70。 青森県か

ら九州南岸にかけての日本海 ・ 東シナ海 ・ 太平洋沿岸、 および瀬戸内海に広く分布する。 内之浦湾においても定

置網により頻繁に漁獲されるものの、 ツノウシノシタと同様、 最大でも体長 20 cm 程度の小型種であることから、 食

用にされることはなく、 もっぱら養殖餌料となる。 （畑　晴陵）

シマウシノシタ属　　Zebrias zebrinus (Temminck & Schlegel, 1846)

シマウシノシタ          珍しさ ★★

■ シマウシノシタ Zebrias zebrinus KAUM–I. 83536, 143.7 mm SL

カレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAE



‐ 453 ‐

カレイ目ウシノシタ科 CYNOGLOSSIDAEカレイ目ササウシノシタ科 SOLEIDAE

イヌノシタ属　　Cynoglossus bilineatus (Lacepède, 1802)

オオシタビラメ          珍しさ ★★★

【解説】 有眼側は黒みを帯びた茶褐色。 口は著しく湾曲し、 口唇に皮弁を欠き、 無眼側にも有孔側線を有することに

より、 日本産同科他種と容易に識別される。 オーストラリア北東岸とソロモン諸島を東限としてインド ・ 西太平洋に広

く分布し、 日本国内においては神奈川県から九州南岸にかけての太平洋沿岸、 広島県尾道、 福岡県津屋崎、 およ

び東シナ海から記録がある。 体長 40 cm に達し、 本科魚類としては比較的大型の部類であるため、 内之浦漁港で

は単独で市場に並んでいた。 （畑　晴陵）

■ オオシタビラメ Cynoglossus bilineatus KAUM–I. 24326, 354.5 mm SL

■ 市場に並ぶオオシタビラメ Cynoglossus bilineatus（2014 年 6 月 19 日撮影）
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【解説】 有眼側の体側に 3 本の側線を有し、胸鰭を除く各鰭の鰭条に褐色斑がはいる。 よく似たゲンコ （本書未掲載）

は側線が 2 本しかないことで識別できる。 オキゲンコは長らくゲンコの種内変異として扱われてきたが、 Yokogawa 
et al. (2008a) のアイソザイム分析の結果によりこれら 2 種が別種であることが明らかにされ、 Yokogawa et al. 
(2008b) によりオキゲンコが新種として記載された。 内之浦湾において水揚げされることは稀であるが、 鹿児島湾や

志布志湾においては底曳網により多く漁獲されることから、 内之浦湾にも一定の個体数がいるものと思われる。

（畑　晴陵）

イヌノシタ属　　Cynoglossus ochiaii Yokogawa, Endo & Sakaji, 2008

オキゲンコ          珍しさ ★★★

■ オキゲンコ Cynoglossus ochiaii KAUM–I. 89433, 92.6 mm SL

■ 鰭立て前のオキゲンコ Cynoglossus ochiaii（KAUM–I. 89433, 92.6 mm SL）

カレイ目ウシノシタ科 CYNOGLOSSIDAE
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カレイ目ウシノシタ科 CYNOGLOSSIDAEカレイ目ウシノシタ科 CYNOGLOSSIDAE

【解説】 体は有眼側では各鰭を含めて一様に緑がかった茶褐色を呈するが、 無眼側の背鰭と臀鰭は黒色を呈し、 外

縁は白色に縁取られる。 口は著しく湾曲し、 唇に髭状の細かい皮弁をそなえる。 有眼側の側線は 3 本。 北海道から

九州南岸にかけての日本海 ・ 東シナ海 ・ 太平洋沿岸、 および瀬戸内海に広く分布する。 国外では朝鮮半島、 台湾、

および中国東シナ海。 南シナ海沿岸に分布する。 内之浦湾においては定置網で頻繁に漁獲される。 体長 30 cm 以

上に成長する中型種であり、 食用魚として取引される。 （畑　晴陵）

タイワンシタビラメ属　　Paraplagusia japonica (Temminck & Schlegel, 1846)

クロウシノシタ          珍しさ ★★

■ クロウシノシタ Paraplagusia japonica KAUM–I. 62295, 309.8 mm SL

■ クロウシノシタ
KAUM–I. 56725, 261.8 mm SL
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モンガラカワハギ属　　Balistoides viridescens (Bloch & Schneider, 1801)

ゴマモンガラ          珍しさ ★★★★

【解説】 モンガラカワハギ科は腹鰭がなく、 腰骨後端に痕跡的な 1 棘がある。 背鰭棘は 3 棘で、 体には鱗が瓦のよ

うに並び体表は硬い。 本種は体が明瞭な鱗模様の墨色で、 頬部と各鰭が黄色い。 幼魚はキヘリモンガラ （本書未

掲載） の幼魚に似るが、 眼から胸鰭基部へと向かう暗色帯がある （キヘリモンガラではない）、 背鰭起部から臀鰭

基部後端へと繋がる暗色帯をもつ （繋がらない） ことで識別される。 ゴマモンガラの成魚はサンゴ礁域に生息し、 大

きい個体は単独でみられる。 小型個体は砂底 ・ 砂泥底域に点在するサンゴの近くでみられ、 危険を感じるとサンゴ

の隙間に逃げ込み、 背鰭をたてて入った穴に体を固定する。 大型個体は夜になると狭いサンゴの隙間に入り込んで

眠る。 産卵床に卵を産み、 オスが守るため、 卵を守るオスは気性が荒く、 近くを通るダイバーに対して歯をカチカチ

と鳴らして威嚇をしたり、 時には攻撃することもあるというものの、 国内においては産卵床をみることは稀である。 た

■ ゴマモンガラ Balistoides viridescens（2015 年 11 月 12 日撮影）

■ ゴマモンガラの幼魚
（KAUM–I. 43913, 27.2 mm SL）

フグ目モンガラカワハギ科 BALISTIDAE

だし、 顎の力は非常に強いため、 生体の取り

扱いには注意が必要。 国内では神奈川県三浦

半島以南の太平洋沿岸に分布するが、 琉球列

島や小笠原諸島でより多い。 とりわけ、 成魚は

南日本太平洋沿岸域において稀。 内之浦では

成魚 1 個体と幼魚 2 個体のみが得られており、

やはり稀である。 食用としては利用されていな

いものと思われる。 皮が非常に厚く、 強固であ

るため捌くのに苦労するが、 沖縄 ・ 奄美地方

では食用とされている。 身は意外にも赤い。 喜

界島で肝臓を炙ったものを醤油で解いたタレを

付けて刺身を食したが、 こりこりとした食感で美

味であった。 （小枝圭太）
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フグ目モンガラカワハギ科 BALISTIDAEフグ目モンガラカワハギ科 BALISTIDAE

【解説】 体は暗褐色で、下顎下部は黄色。 性的二型 （オ

スとメスで体色や形態が異なる） があり、 オスは下顎部

から胸鰭基部にむかって細い白色斜帯が伸びる。 水深

50 m 以浅のサンゴ礁域に単独で生息する。 危険を感じ

るとサンゴや岩の隙間に逃げ込み、 太くて強固な背鰭棘

を使って穴の中で突っ張る。 モンガラカワハギ科魚類は、

この特徴的な背鰭棘を銃の引き金に例えて英名では 「ト

リガーフィッシュ」 と呼ばれる。 強力な顎でウニ類、 カニ

類、 貝類の他に小さな無脊椎動物を食べ、 サンゴ礁域

で餌釣りをすると同じモンガラカワハギ科であるツマジロ

モンガラやクマドリ （いずれも本書未掲載） とともに貪欲

に食いついてくる。 釣り上げると 「グブグブ」 と音を鳴ら

す。 国内では小笠原諸島や琉球列島に多い。 千葉県館

山以南の太平洋沿岸や山口県日本海沿岸にも分布する

が、 多くは幼魚であり稀である。 内之浦漁港では写真

の成魚 1 個体のみ得られており、 極めて稀。 モンガラカ

ワハギ科の魚は意外にも身が赤味がかっている。 食感

がしっかりとしていて、 それなりに美味だがカワハギ科

が食用魚として重宝されているのと比べると、 その価値

は総じて低い。 （小枝圭太）

メガネハギ属　　Sufflamen fraenatum (Latreille, 1804)

メガネハギ          珍しさ ★★★★★

■ メガネハギ Sufflamen fraenatum KAUM–I. 96493, 236.7 mm SL, オス

■ メガネハギをはじめとするモンガラカワハギ科魚
類の背鰭棘はとても太い（KAUM–I. 96493）
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【解説】 カワハギ科はモンガラカワハギ科と同様に腹鰭がない。 背鰭棘は 2 棘で、 微小な鱗で体表が被われるため

やや皮膚は軟らかい。 体は卵型で、 体高が高く、 著しく側扁する。 本種は体が灰白色で明瞭な模様がなく、 尾鰭が

截形。 浅海に生活し、 群れを作る。 小型個体は港内の流れのない場所の水面付近に浮かんでいる姿がみられる。

国内では北海道から九州南岸の太平洋 ・ 日本海 ・ 東シナ海沿岸に多く分布する。 瀬戸内海や琉球列島、 小笠原諸

島でもみられるがその数は少ない。 美味な魚で、 体長 50 cm 以上の個体が定置網で数多く漁獲される。 鹿児島県

本土においては本種のことを 「カワハギ」 や 「ウマヅラハギ」 と呼称する。 内之浦漁港では漁師と市場で呼び名が

異なる稀有な種で、 漁業者たちは 「ジャンボ」 と呼び、 市場では 「ハゲ」 と呼ばれる。 2009 年には体長数 cm の

幼魚が生きたまま得られており、 しばらくのあいだ、 いおワールドかごしま水族館で飼育されていた。 （小枝圭太）

ウスバハギ属　　Aluterus monoceros (Linnaeus, 1758)

ウスバハギ          珍しさ ★

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ 市場に並ぶウスバハギ Aluterus monoceros（2017 年 1 月 11 日撮影）

■ ウスバハギ Aluterus monoceros KAUM–I. 96816, 477.5 mm SL
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フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ 飼育されたウスバハギの幼魚（2009 年 6 月 18 日撮影）

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ 活魚とされるウスバハギ Aluterus monoceros（2017 年 1 月 11 日撮影）
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フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

【解説】 体形はウスバハギに似るが、 尾鰭が長く、 体が緑色で体側に青色の虫食い模様があることで容易に識別さ

れる。 全世界の熱帯域に分布し、 おもにサンゴ礁域で悠々と泳ぐ姿が単独でみられる。 夜間でもゆっくりと泳いでい

るが、 反応がさらに鈍い。 国内では北海道から九州南岸では散発的にみられ、 琉球列島や小笠原諸島で多い。 そ

れなりに美味な魚だが、 個体によっては腸にパリトキシンという猛毒をもつことがあるため、 食べる際は内臓を傷つけ

ないよう細心の注意が必要 （そもそも食べないことが強く推奨されている）。 琉球列島では、 毒をもつ危険な魚として

ある程度は認識されているものの、 南日本沿岸では出現が稀なためかその認識が薄い。 とりわけ、 近年は出現例

が増加している傾向があり、 実際に本種を食べたことによる被害もでている。 尾鰭を含めると 1 m 近くまで成長する

ため、 肉の量はそれなりに多いが、 食感がやや柔らかく、 味が薄いため、 カワハギやウマヅラハギなどと比べて食

用としての評価ははるかに低い。 内之浦漁港では 2008 年 5 月に漁獲され、 しばらくのあいだ、 いおワールドかごし

ま水族館で飼育されていた。 （小枝圭太）

ウスバハギ属　　Aluterus scriptus (Osbeck, 1765)

ソウシハギ          珍しさ ★★★★

■ 飼育されたソウシハギ Aluterus scriptus（2008 年 5 月 12 日撮影）
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【解説】 体は著しく側扁し、 菱形。 尾柄部に上下 2 対の鈍い棘があることが特徴。 サンゴ礁性のカワハギ科魚類の

なかでも大型で、 体長 30 cm ほどの個体が単独かペアで普通にみられる。 夜間は動きが鈍くなり、 岩やサンゴの上

で静止していることが多い。 国内では北海道から沖縄までほぼ全域でみられるが、 南ほど多く、 北では少ないと考え

られる。 内之浦漁港では、 体長 17 cm の個体 （KAUM–I. 89404） が 1 個体得られたのみ。 まとまった数が漁獲さ

れないため、 食用となることも少ない。 （小枝圭太）

センウマヅラハギ属　　Cantherhines dumerilii (Hollard, 1854)

ハクセイハギ          珍しさ ★★★★★

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ ハクセイハギ Cantherhines dumerilii KAUM–I. 89404, 170.0 mm SL

■ 冷凍前のハクセイハギ
（KAUM–I. 89404, 170.0 mm SL）

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE
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フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

【解説】 体は茶褐色を呈し多数の

褐色斑がはいり、 網目模様を形成

することが特徴。 サンゴ礁外縁を

単独で泳いでいることが多い。 危

険を感じるとサンゴや岩の穴に逃

げ込む。 小型甲殻類やゴカイ類、

貝類などを食べる。 国内では茨城

県以南の太平洋沿岸、 琉球列島、

小笠原諸島に分布する。 沖縄県で

は食用にもなるが、 最大でも約 15 
cm と小型で、 まとまった数も水揚

げされない。 内之浦漁港では体長

6 ～ 7 cm の小型個体が 3 個体得

られているのみ。 （小枝圭太）

センウマヅラハギ属　　Cantherhines pardalis (Rüppell, 1837)

アミメウマヅラハギ          珍しさ ★★★★

■ アミメウマヅラハギ KAUM–I. 38832, 70.4 mm SL

■ アミメウマヅラハギ Cantherhines pardalis KAUM–I. 89405, 65.9 mm SL
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【解説】 体や背鰭棘に多数の皮弁があることが非常に

特徴的。 体は褐色で、体側に多数の黒色縦帯がはしる。

また、 胸鰭を除く各鰭には暗色斑が散在する。 幼魚は

地色がより淡色や白色だが、 体側にはしる縦帯や多数

の皮弁は成魚とほぼ同様。 特徴的な姿からダイバーや

観賞魚としての人気が高い。 水深 200 m 以浅の沿岸の

砂泥底や岩礁域に生息する。 小型甲殻類やゴカイ類、

貝類などを食べる。 国内では千葉県鴨川以南の太平洋

沿岸、 新潟県以南の日本海・東シナ海沿岸、 鹿児島湾、

東シナ海北部から散発的に記録されている。 食用にで

きると思われるが、 稀種であるため、 味は不明。

（小枝圭太）

ヒゲハギ属　　Chaetodermis penicilligera (Cuvier, 1816)

ヒゲハギ          珍しさ ★★★★★

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ ヒゲハギ Chaetodermis penicilligera KAUM–I. 73178, 179.5 mm SL

■ ヒゲハギの頭部（KAUM–I. 73178, 179.5 mm SL）

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE
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フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

アミメハギ属　　Rudarius ercodes Jordan & Fowler, 1902

アミメハギ          珍しさ ★★

【解説】 体は茶色で、 白色斑が

密にはいり網目模様を形成する。

腰骨後端の鞘状鱗が 2 節に分か

れて不動性、 鰓孔下端が胸鰭基

部より上方にある、 オスの尾柄

には剛毛があることなどが特徴。

水深20 m以浅の岩礁域の藻場、

内湾のアマモ場に生息する。 国

内では北海道の日本海 ・ オホー

ツク海沿岸と琉球列島、 小笠原

諸島を除くほぼ全域に分布する。

最大でも 6 cm 程度と小型である

ため、 食用には適さない。 内之

浦漁港では体長 3 cm 以下の小

型個体がよく混獲される。

（小枝圭太）

■ アミメハギ Rudarius ercodes KAUM–I. 86552, 40.8 mm SL

■ アミメハギ Rudarius ercodes KAUM–I. 35939, 26.9 mm SL
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カワハギ属　　Stephanolepis cirrhifer (Temminck & Schlegel, 1850)

カワハギ          珍しさ ★

【解説】 体は菱形で、 強く側扁する。 体は灰白色で、 暗色のまだら模様が体側中央にある。 模様は個体の状態によ

り変化する。 オスは背鰭前部の軟条が糸状に伸長し、 尾柄側面中央に小さな剛毛帯がある。 水深 100 m 以浅の砂

泥域や岩礁域で普通にみられ、 小型甲殻類、 ゴカイ類、 貝類などを食べる。 国内では青森県から九州の日本海 ・

東シナ海 ・ 太平洋沿岸に分布する。 非常に美味な魚で、 薄く切った刺身と肝臓を青ネギと共にポン酢で食すと絶品。

本種はおもに底生生物を食べるため、 以前は落ちた餌の掃除役とカワハギの養殖を兼ねてマダイ （底に落ちた餌を

食べない） などの養殖水槽に混養されていた。 現在は、 養殖個体は肝臓が肥大して高値が付くことからカワハギ単

独での養殖 （単養） が主流である。 体皮がクルリと剥げることが 「カワハギ」 の名の由来となった。 内之浦では大

きいものは 「マルハゲ」 や 「つのこ」 と称されて市場に並ぶが、 小型のものは食用にはされない。 （小枝圭太）

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ カワハギ Stephanolepis cirrhifer KAUM–I. 94333, 109.0 mm SL

■ 市 場 に 並 ぶ カ ワ ハ ギ
（2013 年 10 月 10 日撮影）

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE
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フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

【解説】 本種はカワハギ科としてはやや体高が低い。 体色は灰色で、個体によっては体側に不規則な雲状斑がある。

背鰭、 臀鰭、 尾鰭は青色。 水深 100 m 以浅の砂泥底や岩礁域に多く生息し、 小型の甲殻類や底生動物を食べる。

国内では琉球列島と小笠原諸島を除くほぼ全域に分布する。 カワハギと並びとても美味な魚で、 もともとはカワハギ

の代用魚であったが、 現在ではほぼ同価値で扱われる。 内之浦ではカワハギと比較して、 漁獲されることは少ない。

1 個体のみ幼魚も得られているが、 この個体の鰭は青色ではなく淡色であった。 （小枝圭太）

ウマヅラハギ属　　Thamnaconus modestus (Günther, 1877)

ウマヅラハギ          珍しさ ★★★

■ ウマヅラハギ Thamnaconus modestus KAUM–I. 24325, 155.4 mm SL

■ ウマヅラハギの幼魚 Thamnaconus modestus（KAUM–I. 30260, 36.5 mm SL）
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【解説】 ハコフグ科は硬い体甲に被われ、 和名のとおり

箱に鰭がついたような姿の魚である。 コンゴウフグの体

の横断面は四角形で、 眼上部と背部中央、 臀鰭基部に

それぞれ巨大な棘があることが特徴。 また、 成魚の尾

鰭は著しく長い。 体長数 cm の幼魚は、 眼上棘が著し

く長く、 背部中央の棘が鈍く、 臀鰭基部の棘が長いが、

さらに小型の 1 cm 程度の個体では棘が小さい。 棘の

長い幼魚は、 その特徴的で可愛らしい体形とひょうきん

な顔、 小さな胸鰭をパタパタとしながら泳ぐ仕草から観

賞魚としての人気が高い。 水深 50 m 以浅の内湾の浅

場に生息し、 群れは作らない。 国内では青森県以南の

太平洋沿岸、 新潟県以南の日本海 ・ 東シナ海沿岸、

琉球列島に分布し、 紀伊半島以北では幼魚のみがみら

れる。 内之浦でみられるハコフグ科魚類としては、 かな

り稀な種で、 体長とほぼ同程度になるほど巨大な尾鰭を

もつ大型個体が得られている。 （小枝圭太）

コンゴウフグ属　　Lactoria cornuta (Linnaeus, 1758)

コンゴウフグ          珍しさ ★★★★

フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

■ コンゴウフグ Lactoria cornuta KAUM–I. 82764, 172.1 mm SL

■ コンゴウフグ Lactoria cornuta KAUM–I. 12744, 144.5 mm SL

フグ目カワハギ科 MONACANTHIDAE

■ コンゴウフグの頭部（KAUM–I. 82764）
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フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

【解説】 体の横断面は四角形で、 眼上部と、

背部中央、 臀鰭基部に棘がある。 小型個体

ほど腹部は丸く、 半透明。 稚魚期には棘がと

ても大きい。 成魚は体が茶色で、 やや長く、

腹面はほぼ平坦。 サンゴ礁や岩礁域に生息

し、 単独あるいはペアでみられる。 夏の日没

後にペアで産卵する。 国内では青森県以南の

太平洋沿岸、 新潟県以南の日本海 ・ 東シナ

海沿岸、 琉球列島に分布する。 皮膚に粘液

毒をもつ、 筋肉や内臓の毒の有無には個体

差があり、 食用としない方が良いであろう。 内

之浦漁港では体長 9 ～ 16 cm の幅広い成長

段階の個体が採集された。 （小枝圭太）

コンゴウフグ属　　Lactoria diaphana (Bloch & Schneider, 1801)

ウミスズメ          珍しさ ★★★

■ ウミスズメ Lactoria diaphana KAUM–I. 94348, 169.0 mm SL

■ ウミスズメ Lactoria diaphana KAUM–I. 276, 89.9 mm SL

■ ウミスズメの眼上棘（KAUM–I. 276, 89.9 mm SL）
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【解説】 ウミスズメに似るが、 背部中央の棘が高く、 体

に青色の虫食い模様をもつことが特徴。 沿岸のサンゴ

礁 ・ 岩礁域に生息し、 単独あるいはペアで行動する。

夏の日没後にペアで産卵する。 水中では岩陰などで尾

部を丸めて、 静止していることが多い。 国内では千葉県

館山以南の太平洋沿岸、 長崎県以南の東シナ海沿岸、

琉球列島、 伊豆諸島から小笠原諸島に分布する。 身の

毒の有無には個体差があり、 食用としない方が良いで

あろう。 体長は最大で 19 cm に達するが、 内之浦漁港

では体長 10 cm 以下の小型個体が混獲されることが多

く、 選別して投棄されている。 （小枝圭太）

コンゴウフグ属　　Lactoria fornasini (Bianconi, 1846)

シマウミスズメ          珍しさ ★★

フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

■ シマウミスズメ Lactoria fornasini KAUM–I. 71452, 76.9 mm SL

■ シマウミスズメ Lactoria fornasini KAUM–I. 68412, 76.4 mm SL

フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

■ シマウミスズメの幼魚（KAUM–I. 55515, 13.1 mm SL）
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フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

【解説】 体の横断面は四角形で眼の上と腹部に目立った棘がない。 オスは体が黄色で背部が青色、 メスは全体に黄

色から褐色で、 淡色斑が散在することが特徴。 浅海のあまり潮の流れない場所に単独かペアでいることが多く、 敵

に追われると穴の中へと逃げ込むが、 泳ぎは遅いため素手で捕まえることができる。 似たミナミハコフグ （本書未掲

載） が熱帯性であるのに対し、 本種は温帯性。 国内では北海道から大隅諸島までは普通に分布するが、 琉球列島

や小笠原諸島では極めて稀に記録される程度。 大隅諸島のなかでは種子島ではハコフグが多く、 屋久島 ・ 口永良

部島ではミナミハコフグが多い傾向がみられる。 硬い体を器としてそのまま焼いて食べる手法が広く知られていたが、

2011 年に本種の肝臓によるパリトキシン中毒症状が報告されて以降、 無免許で本種の肝臓や皮を食用として取り扱

うことが禁止されている。 内之浦漁港でみられるハコフグのほとんどは横断面が四角いものの、 稀に体全体が膨張

し、 円形に近い個体が混じる （KAUM–I. 82614）。 2017 年には本種と思われる幼魚が得られているが、 本種の幼

魚とミナミハコフグの幼魚は形態や色彩が極めて類似しており、 標本も残されていなかったため、 識別が困難であっ

た。 内之浦では今のところミナミハコフグが得られていないことから、 本書ではこれを暫定的にハコフグの幼魚として

扱った。 内之浦漁港では漁獲物の選別の過程で投棄されている。 甲羅が硬いため鳥も食べられずにいるが、 フォー

クリフトなどに踏みつぶされることで殻が割れたものは食べられている。 （小枝圭太）

ハコフグ属　　Ostracion immaculatus Temminck & Schlegel, 1850

ハコフグ          珍しさ ★

■ ハコフグ Ostracion immaculatus KAUM–I. 94347, 137.7 mm SL, オス

■ ハコフグ Ostracion immaculatus KAUM–I. 94355, 128.9 mm SL, メス



‐ 471 ‐

フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

■ ハコフグ Ostracion immaculatus KAUM–I. 82614, 160.0 mm SL, メス

フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

■ ハコフグと思われる幼魚 Ostracion immaculatus （2017 年撮影）

■ 水揚げされたオスのハコフグ。水揚げ直後は背部の青紫色が鮮やか（2004 年 11 月 18 日撮影）
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フグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

ラクダハコフグ属　　Tetrosomus reipublicae (Whitley, 1930)

ハマフグ          珍しさ ★★★★

【解説】 体の横断面はほぼ正三角形に近く、 背隆起の中央に 2 棘と眼の上に 2 棘があることが特徴。 幼魚は棘が

より大きく、 金平糖のような姿をしている。 水深 50 m 以浅の沿岸域の砂泥底に生息する。 国内では北海道釧路以

南の太平洋沿岸、 山口県以南の日本海 ・ 東シナ海沿岸、 鹿児島湾、 沖縄舟状海盆に分布する。 食用にされること

はほとんどないが、 皮膚には毒がある。 内之浦漁港では他のハコフグ科魚類と同様に利用されず、 投棄されている。

内之浦漁港ではかなり稀で、 2 個体が得られたのみ。 （小枝圭太）

■ ハマフグ Tetrosomus reipublicae KAUM–I. 82763, 180.4 mm SL

■ ハマフグ Tetrosomus reipublicae（2007 年 2 月 15 日撮影）
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【解説】 体は青みがかった黒色を呈し、

体腹面は白色。 体側には多数の小白色

斑が散在する。 毒性に関しては長らく不

明であったが、 卵巣が有毒であることが

報告されている （渕ほか、 1991 ； 照屋

ほか、 2006）。 生態に関しては不明な点

が多いが、 外洋を大きな群れで遊泳して

いるものと思われ、 時折大量に定置網に

入ったり、 海岸に漂着したりすることが知

られている （松原、 1955 ； 松浦、 1984, 
1997a ； 久保田ほか、 2012）。 鹿児島

モヨウフグ属　　Arothron firmamentum (Temminck & Schlegel, 1850)

ホシフグ          珍しさ ★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAEフグ目ハコフグ科 OSTRACIIDAE

■ ホシフグ Arothron firmamentum KAUM–I. 40470, 277.2 mm SL（上）, KAUM–I. 96823, 159.2 mm SL（下）

■ ホシフグ（KAUM–I. 98038, 223.1 mm SL）

県内においては笠沙や屋久島において大量に出現した例が報告されているほか、 トカラ列島臥蛇島近海において数

百個体が海面付近に集まり、 一斉に産卵 ・ 放精をおこなう様子が観察されている （福井 ・ 本村、 2017）。 内之浦湾

における出現は稀であるものの、 一度だけ大量に入網したことがある。 全長 30 cm 以上に達するが、 毒性に関して

不明な点が多いため、 漁獲個体は利用されていない。 （畑　晴陵）
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フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

モヨウフグ属　　Arothron hispidus (Linnaeus, 1758)

サザナミフグ          珍しさ ★★★★

【解説】 種小名が 「斑紋のない」 を意味する通り、 体は一様に褐色を呈し、 目立った模様がない。 尾鰭は黄色を呈

し、 後縁が黒色に縁取られる。 この色彩により、 同属他種と容易に識別される。 アフリカ東岸からフィリピン、 日本

にかけてのインド ・ 西太平洋に広く分布する。 琉球列島においては比較的多く観察されるが、 鹿児島県本土より北

においては、 高知県黒潮町、 静岡県浜名湖から記録があるのみ （伊佐ほか、 2007 ； 山田 ・ 柳下、 2013b ； 下村、

2013）。 内之浦湾においては非常に稀な種であり、 Matsuura （2016） によって報告された写真の 1 個体 （KAUM–
I. 43918） を含めて 2 個体が得られたのみ。 （畑　晴陵）

【解説】 体は茶褐色。 体背面から体側上部にかけては小白色斑が散在し、 体腹面には細い白色帯が胸鰭基底を中

心に渦を巻くように並ぶ。 筋肉、 肝臓、 生殖巣が有毒であることが報告されているが、 毒性の有無や強弱は個体差

が大きい （照屋ほか、 2006 ； 山田 ・ 柳下、 2013b）。 日本国内においては、 青森県以南の太平洋沿岸、 福岡県

以南の東シナ海沿岸に広く分布する。 内之浦湾においては比較的多く漁獲されるモヨウフグ属魚類と思われ、 全長

40 cm 程の成魚が時折定置網に入るが、 その毒性から利用されることはない。 （畑　晴陵）

■ サザナミフグ Arothron hispidus KAUM–I. 6493, 204.7 mm SL

モヨウフグ属　　Arothron immaculatus (Bloch & Schneider, 1801)

カスミフグ          珍しさ ★★★★★

■ カスミフグ Arothron immaculatus KAUM–I. 110109, 168.6 mm SL
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フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

モヨウフグ属　　Arothron manilensis (Marion de Procé, 1822)

スジモヨウフグ          珍しさ ★★★★

■ カスミフグ Arothron immaculatus KAUM–I. 43918, 163.0 mm SL

【解説】 体背面と体側面には多数の暗色縦帯

がはいるが、 尾鰭には模様がない。 汽水域に

も頻繁に進入する。 スジモヨウフグの学名と和

名の関係には混乱がみられ、 スジモヨウフグ

の和名が、 現在カスミフグに対して与えられて

いる Arothron immaculatus に与えられること

があった （例えば Kamohara and Yamakawa, 
1967 ； 益田ほか、 1975）。 学名と和名の対

応関係の混乱に関しては、 松浦 （1984） が

A. immaculatus に対し和名カスミフグを、 A. 

■ スジモヨウフグ Arothron manilensis KAUM–I. 65995, 233.1 mm SL

■ スジモヨウフグ KAUM–I. 68404, 144.7 mm SL

manilensis に対して和名スジモヨウフグを与えることにより解消され、 その後、 両種の識別法が Randall (1985) に

よって明示された。 国内においてはこれまで琉球列島からのみ報告されており、内之浦湾は分布の北限となる。 筋肉、

肝臓、 および卵巣に毒性が確認されており （照屋ほか、 2006）、 漁獲されても利用されることはない。 （畑　晴陵）
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モヨウフグ属　　Arothron mappa (Lesson, 1831)

ケショウフグ          珍しさ ★★★★★

【解説】 体は黄色がかった白または灰褐色を呈し、 各鰭を含めて黒色から茶褐色の複雑な模様が密にはいる。 模様

は個体により変異に富むが、 眼の周囲に放射状の斑紋がはいることが特徴。 インド ・ 西太平洋に広く分布する。 ダ

イビングで目立つ魚のため、 沖縄県においては珍しい魚ではないが、 それ以外の国内地域では稀な種であり、 これ

まで八丈島、 相模湾および和歌山県からのみ記録されていた。 内之浦湾においても極めて稀であり、 写真の個体が

得られているのみ。 写真の個体は内之浦湾で漁獲され、 いおワールドかごしま水族館において飼育されたのち、 標

本 （KAUM–I. 97605） として収蔵された。 本標本は鹿児島県における本種の初めての記録となる。 毒性に関しては

個体差 ・ 地域差が大きいと思われ、 詳細は分かっていない。 ただし、 卵巣の有毒性が報告されている （照屋ほか、

2006）。 （畑　晴陵）

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ 水族館の水槽で飼育されるケショウフグ（KAUM–I. 97605, 616.0 mm SL; 2016 年 3 月 22 日撮影）

■ ケショウフグ Arothron mappa KAUM–I. 97605, 616.0 mm SL



‐ 477 ‐

【解説】 体は灰色を呈し、小黒色斑が密在する。 幼魚の体はオレンジ色で、体側下部に多数の斜帯がはいる。 ケショ

ウフグによく似るが、 眼の周囲の黒斑が放射状に並ばないことで識別できる。 肝臓や卵巣の有毒性が報告されてお

り （照屋ほか、 2006）、 沖縄県においては本種を食べたことによる食中毒も報告されている （大城ほか、 2003）。

サンゴ礁に生息し、 貝類、 ウニ類、 甲殻類などのほか、 サンゴ類や海藻類も餌とする。 内之浦湾においては定置

網により大型個体が稀に漁獲されるが、 利用されることはない。 （畑　晴陵）

モヨウフグ属　　Arothron stellatus (Anonymous, 1798)

モヨウフグ          珍しさ ★★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ モヨウフグ Arothron stellatus KAUM–I. 65996, 265.5 mm SL

■ モヨウフグ Arothron stellatus（2005 年 2 月 17 日撮影）
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【解説】　体は白色。 体背面には複数の黒色鞍状斑があ

り、 それらは橙色に縁取られる。 幼魚は一様に金色で

目立った斑紋がない。 日本国内では千葉県以南の太平

洋沿岸に広く分布する。 内之浦湾においても幼魚から成

魚まで定置網に得られるが、 有毒のため、 利用される

ことなく投棄される。 本種をはじめとするキタマクラ属の

フグ類は色彩に富んだ種が多く、 観賞魚として人気があ

る。 しかし、フグ科魚類全般に関して言えることであるが、

気性が荒く、 鋭い歯で他の魚の鰭をかじることが多いの

で、 混泳させる際には注意を要する。 （畑　晴陵）

キタマクラ属　　Canthigaster axiologa Whitley, 1931

ハナキンチャクフグ          珍しさ ★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ ハナキンチャクフグ Canthigaster axiologa KAUM–I. 63692, 70.4 mm SL

■ ハナキンチャクフグ Canthigaster axiologa KAUM–I. 62287, 91.6 mm SL

■ ハナキンチャクフグの幼魚
（KAUM–I. 71430, 20.4 mm SL）
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【解説】 体背部は茶褐色を呈し、 体側下部は

白色。 体側中央に 2 本の焦げ茶色の縦帯が

ある。 成熟したオスでは眼の周囲から吻部に

かけて多数の黄色帯と黄色斑点があり、 腹部

に青色小斑が多数散在し、 背中線と腹中線

の皮褶が著しく隆起する。 産卵は雌雄が一対

でおこない、 卵の保護はおこなわないことが

知られている （新井 ・ 藤田、 1988）。 内之浦

湾においては定置網によって幼魚から成魚ま

で、 頻繁に漁獲される。 有毒のため、 養殖餌

料にも利用されず、 選別され投棄されている。

（畑　晴陵）

キタマクラ属　　Canthigaster rivulata (Temminck & Schlegel, 1850)

キタマクラ          珍しさ ★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ ハナキンチャクフグの幼魚 Canthigaster axiologa （KAUM–I. 71441, 22.9 mm SL）

■ キタマクラ Canthigaster rivulata KAUM–I. 63890, 104.6 mm SL, オス

■ キタマクラ KAUM–I. 83754, 77.8 mm SL, メス
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【解説】 シロサバフグ、 ドクサバフグ （本書未掲載） と類似するが、 尾鰭が二重湾入型で、 上下両葉後端が白色を

呈することにより識別される。 本種の学名は長らく Lagocephalus gloveri Abe & Tabeta, 1983 とされてきたが （例

えば松浦、 1997b ； 山田 ・ 柳下、 2013b）、 Matsuura and Sato (2016) により L. gloveri は L. cheesmani (Clarke, 
1897) の新参異名であり、 クロサバフグに適用すべき学名は後者であることが明らかとされた。 食用フグ類としては

日本で最大の漁獲量を誇る （宮木 ・ 道津、 1988）。 内之浦湾においては夏から秋にかけて多く漁獲され、 シロサバ

フグと区別されず扱われ、 食用に供される。 一時的に限られた海域に、 大量出現をすることで好漁場が形成される

ことが報告されており、 過去には屋久島近海や九州北部、 長崎県小値賀島、 および五島列島などにおける大量出

現が報告されている （宮木 ・ 道津、 1988）。 しかし、 漁獲の対象となる一方で、 強靭な歯で延縄漁具などを破損す

るなどの事例も多く、 紀伊水道や八重山諸島においては、 本種の大量発生に伴う漁業被害も報告されている （山田

ほか、2007；上田、2015）。 内之浦ではシロサバフグとともに普通に水揚げがあり、まとめて市場に並ぶ。 （畑　晴陵）

サバフグ属　　Lagocephalus cheesemanii (Clarke, 1897)

クロサバフグ          珍しさ ★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ クロサバフグ Lagocephalus cheesemanii KAUM–I. 94102, 288.9 mm SL

■ シロサバフグ（上）とクロサバフグ（下）はよく似るが尾鰭の模様が異なる（2011 年 5 月 21 日撮影）
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【解説】 体は円筒形で伸長する。 カイユウセンニンフグに類似するが、 センニンフグは体背面に小黒色斑のみが散

在するのに対し、 カイユウセンニンフグでは茶褐色の虫食い状斑が密在することで識別できる。 また、 センニンフグ

が最大で体長 1 m に達する大型種である一方、 カイユウセンニンフグは最大でも体長 18 cm 程度にしかならない。

本種の毒性は長らく不明であったが、 近年、 筋肉を含む各部位の有毒性が明らかにされており、 特に卵巣は猛毒で

あることが判明した （照屋ほか、 2006; Nader et al., 2012 ； 山田 ・ 柳下、 2013b）。 水中では警戒心が強く、 なか

なか近づくことができない。 北海道以南の日本各地に広く分布するが、 内之浦湾においては稀。 （畑　晴陵）

サバフグ属　　Lagocephalus sceleratus (Gmelin, 1789)

センニンフグ          珍しさ ★★★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

サバフグ属　　Lagocephalus inermis (Temminck & Schlegel, 1850)

カナフグ          珍しさ ★★★★

【解説】 体はあまり側扁せず、 丸みを帯びる。 尾鰭は截形を呈し、 ほとんど湾入しない。 体背面は黒色、 体側は黄

色がかった褐色。 体腹面は白色。 鰓孔は黒色。 最大で体長 70 cm に達する大型種。 毒性に関する研究は少ない

ものの、 肝臓、 精巣の毒性が報告されている （照屋ほか、 2006）。 南シナ海産の本種に関しては、 筋肉の毒性も

報告されている （山田 ・ 柳下、 2013b）。 インド ・ 西太平洋に広く分布し、 日本国内においては東北地方以南から

報告がある。 内之浦湾においては稀に定置網により漁獲されるが、 大型個体はみられない。 （畑　晴陵）

■ カナフグ Lagocephalus inermis KAUM–I. 45420, 249.4 mm SL

■ センニンフグ Lagocephalus sceleratus（2011 年 1 月 27 日撮影）
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【解説】 体は光沢のある黄緑色を呈し、 体腹面は白色。 本種の学名は長らく Lagocephalus wheeleri Abe, Tabeta & 
Kitahara, 1984 とされてきたが （例えば松浦、 1997c）、 Matsuura (2010) により L. wheeleri はこれまでモトサバフグ

と呼ばれてきた L. spadiceus の新参異名であることが明らかとなり、 シロサバフグに適用すべき学名は後者であるとさ

れた。 内之浦湾においては定置網により大量に漁獲され、 食用に供される。 本種に類似したドクサバフグ （本書未掲

載） はその名の通り有毒であり、 注意が必要であるが、 ドクサバフグでは体背面に密生する小棘域が背鰭起部にま

で達する （シロサバフグでは胸鰭後端直上に達しない程度） ことにより、 識別される。 シロサバフグは福岡県玄界灘

においては沿岸では夏から秋にかけて全長 16 cm 未満の小型個体が漁獲され、 冬季にはほとんど漁獲されない一方

で、 沖合では通年漁獲され、 冬季も大型個体が得られることが報告されている。 成長に伴い、 冬季を前に沖合に移

動しているものと考えられている （福岡県水産海洋技術センター研究部漁業資源課、 2012）。 内之浦湾においても夏

から秋にかけて多く漁獲されることから、玄界灘におけるものと同様の移動をおこなっている可能性が高い。 （畑　晴陵）

サバフグ属　　Lagocephalus spadiceus (Richardson, 1845)

シロサバフグ          珍しさ ★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ シロサバフグ Lagocephalus spadiceus KAUM–I. 56767, 100.8 mm SL

■ 他の雑魚と市場に並ぶシロサバフグ Lagocephalus spadiceus（2013 年 10 月 10 日撮影）
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【解説】 体背面は緑がかった茶色を呈し、

茶褐色の虫食い状斑が密にはいる。 台湾、

中国、タイ、マレーシア、インドネシア、オー

ストラリア、 紅海から記録されており、 紅海

からスエズ運河を通じて地中海にも移入し

ている。 国内では高知県、 宮崎県、 鹿児

島県本土、 および沖縄島から報告されてい

る。 大阪海遊館、 高知大学、 京都大学の

共同調査の過程で日本における分布が確

認された （中坊、2001）。 生態や毒性など、

不明な点が少なくないが、 飼育下の観察で

は、 昼夜を問わず潜砂行動をとることが報

告されている （岩坪ほか、 2009）。 内之浦

湾では稀に定置網に入るが、 毒性不明で

あることと、 最大でも 20 cm と小型であるこ

とから、 利用されることはない。 （畑　晴陵）

サバフグ属　　Lagocephalus suezensis Clark & Gohar, 1953

カイユウセンニンフグ          珍しさ ★★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ カイユウセンニンフグ Lagocephalus suezensis KAUM–I. 96840, 107.7 mm SL

■ カイユウセンニンフグ Lagocephalus suezensis KAUM–I. 73991, 43.5 mm SL

■ 生きて採集されたカイユウセンニンフグ
 （2014 年 9 月 30 日撮影）
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【解説】 体側上半部は緑色を呈し、 白色斑が散在する。 体側下半部は白色。 胸鰭付近に黒色斑がある。 本種に

は長らく学名 Takifugu niphobles (Jordan & Snyder, 1901) が適用されてきたが、 Matsuura (2017) によって T. 
alboplumbeus を適用すべきであることが明らかにされた。 夏季に大群で波打ち際に押し寄せ、 産卵をおこなうこ

とが知られる。 体長 10 cm 程度の小型種であるが毒性は極めて強く、 特に卵巣、 肝臓、 および腸は猛毒 （谷、

1945）。 山口県周防灘において、 体背面が明るい淡黄色を示すクサフグと思われる個体が報告されており、 フグ科

では唯一となるアルビノ個体とみられている （重田ほか、 2012）。 しかし、 彼らの報告した個体は瞳孔に黒色素がみ

られることからアルビノ （黒色素を全くもたない） ではなく、 体の一部が部分的に白い色彩変異 （パイボールド） の

ひとつであると考えられる。 クサフグの鹿児島県本土各地における個体数は多く、 内之浦湾においても多く生息する

ものと思われるが、 おもな生息環境が岸近くの岩礁であり、 定置網の設置海域と異なるためか、 漁獲されることは少

ない。 （畑　晴陵 ・ 小枝圭太）

トラフグ属　　Takifugu alboplumbeus (Richardson, 1845)

クサフグ          珍しさ ★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ クサフグ Takifugu niphobles KAUM–I. 99007, 115.4 mm SL

■ クサフグ Takifugu niphobles（2006 年 3 月 23 日撮影） 
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【解説】 体背面は茶褐色を呈し、 小白色斑点が密在する。 体側中央に細い黄色縦帯がはいり、 体腹面は白色。 体

表面には小棘が密生し、ざらざらしている。各鰭は黄色。コモンフグの学名は長らく Takifugu poecilonotus (Temminck 
& Schlegel, 1850) とされてきたが、 それはクサフグ T. alboplumbeus (Richardson, 1845) の新参異名であることが

判明し、 同時にコモンフグに適用すべき学名がないことが明らかとなり、 Matsuura (2017) によって新種として記載

された。 コモンフグに酷似するものの、 体表面の小棘を欠くナシフグ （本書未掲載） との交雑事例が報告されてい

る。 交雑個体の体表には極めて微小な棘が認められ、 2 種の中間的な形態を有することが知られる （横川 ・ 浦山、

2000）。 コモンフグの鹿児島県本土近海における個体数は非常に多く、 内之浦湾においても定置網により頻繁に漁

獲される。 （畑　晴陵）

トラフグ属　　Takifugu flavipterus Matsuura, 2017

コモンフグ          珍しさ ★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ コモンフグ Takifugu flavipterus KAUM–I. 73200, 144.3 mm SL

■ コモンフグ Takifugu flavipterus KAUM–I. 99010, 149.5 mm SL

■ コモンフグ Takifugu flavipterus, 約 15 cm SL（2007 年 2 月 15 日撮影）
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【解説】 体側上部は茶褐色を呈し、 焦げ茶色の小斑点が密在する。 体腹面は白色。 体表面にはイボ状突起が密在

する。 体長 40 mm 未満の小型個体ではヨコエビなどの小型甲殻類をおもな餌とするが、 成長により歯が形成されて

くると固いものを餌とするようになり、体長 121 mm 以上では餌の 90% 以上を貝類に依存するようになる （Horinouchi 
et al., 1996）。 アマモ場に多く生息するが、 汽水域にも頻繁に進入する （Horinouchi et al., 1996 ； 北九州市立水

環境館、 2015）。 内之浦湾では非常に稀で、 1 標本が残っているのみ。 肝臓と卵巣が猛毒であることが報告されて

いるほか、 毒性に個体差が大きいことが知られている （谷、 1945 ； 渕ほか、 1999）。

　フグ類の毒はテトロドトキシンという成分から成り、 これは海洋細菌が生産し、 それを食べた貝類などをフグが捕食

することにより、 食物連鎖を通じて低次消費者から高次消費者であるフグに蓄積すると考えられてきた。 しかし、 この

説ではフグのもつ多量のテトロドトキシンを海洋細菌の生産量では賄いきれないとの指摘もあった。 近年、 ヒガンフグ

が産んだ卵 （猛毒） を同属のクサフグが積極的に餌としていることが報告されたことで、 フグ毒をフグ類間で融通し、

高濃度なテトロドトキシンを維持している可能性が指摘されている （Itoi et al., 2015）。 （畑　晴陵）

トラフグ属　　Takifugu pardalis (Temminck & Schlegel, 1850)

ヒガンフグ          珍しさ ★★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ ヒガンフグ Takifugu pardalis KAUM–I. 71795, 238.1 mm SL

■ 冷凍前のヒガンフグ Takifugu pardalis KAUM–I. 71795, 238.1 mm SL
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【解説】 体背面から体側上部にかけては薄墨色を呈し、

胸鰭の後方に複数の黒色斑が散在する。 体腹面は白

色。 よく似たカラス （本書未掲載） とは、 臀鰭が白色

であること （カラスでは黒色）、 体背面後部に黒色斑が

散在すること （黒色斑がなく、 一様に黒色） により識別

される。 卵巣、 肝臓、 および腸に有毒性が確認されて

いる （谷、 1945）。 フグ類の中でも最高級品とされ、 特

に 1 kg 以上の大型個体はきわめて高価に取引される。

「てっさ」と称される薄造りや、「てっちり」と呼ばれる鍋

物のほか、 皮の刺身、 鰭酒など、 その食用法は多岐に

わたる。 かねてより下関産の個体が最高級とされてきた

が、 近年では各産地で独自のブランド化を推進する動き

がある。 内之浦湾における漁獲は少なく、 採れても小型

のものがほとんどである。 （畑　晴陵）

トラフグ属　　Takifugu rubripes (Temminck & Schlegel, 1850)

トラフグ          珍しさ ★★★

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ トラフグ Takifugu rubripes KAUM–I. 98174, 240.0 mm SL

■ 市場に並ぶトラフグ（2011 年 4 月 19 日撮影）

■ 市場に並ぶトラフグ（2006 年 5 月 25 日撮影）
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【解説】 体背面には小褐色斑が密在し、 体表は滑らか。 卵巣と肝臓は猛毒であり、 東京湾産のものは北九州産の

ものよりも毒性が強く、 さらに肝臓の毒性に関しては、 フグ類としては珍しく、 オスの方がメスよりも強いことが知られ

ている （谷、 1945 ； 加納ほか、 1985）。 また、 一般にフグ類は産卵期である春に毒性が強くなり、 夏から秋にかけ

て減少する傾向が知られているが （谷、 1945）、 本種では秋季にも強い毒性を保ったままであることが報告されてい

る （加納ほか、 1985）。 生後 1 年で全長 132 mm、 2 年で 194 mm に成長する （松井ほか、 1987b）。 福岡県玄

界灘においては 5 ～ 7 月にかけて多く出現することが知られており （松井ほか、 1987a）、 内之浦湾においても定置

網によって春から夏にかけて体長 20 cm 未満の個体が時折漁獲される。 （畑　晴陵）

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

トラフグ属　　Takifugu snyderi (Abe, 1988)

ショウサイフグ          珍しさ ★★★

■ ショウサイフグ Takifugu snyderi KAUM–I. 74780, 186.6 mm SL

■ ショウサイフグ Takifugu snyderi KAUM–I. 86391, 99.4 mm SL



‐ 489 ‐

【解説】 体は暗い灰色を呈し、黒色斜帯が多数はいる。 各鰭は鮮やかな黄色を呈し、種小名もラテン語で xantho （黄

色い） ＋ pterus （鰭） を意味する。 卵巣、 肝臓、 および腸における毒性が確認されている （谷、 1945；山田・柳下、

2013b）。 トラフグ属魚類は多くの種で自然交雑をおこなうことが知られ、 シマフグに関してもナシフグ （本書未掲載 ；

Masuda et al., 1991） やトラフグ （山田ほか、 2007 ； 高谷ほか、 2016） などとの自然交雑個体が報告されている。

属内で核型が互いによく類似し、 遺伝的にも非常に近縁な関係にあることが知られており、 このことが本属魚類の自

然交雑が頻繁に発生する一因とみられている （Miyaki et al., 1995）。 交雑個体は外見のみならず、 毒の強度や毒

性の分布が両親種の中間的な性質を示すことが知られている （Masuda et al., 1991 ； 高谷ほか、 2016）。 シマフグ

は瀬戸内海や有明海には多いものの、 内之浦湾における漁獲は極めて少なく、 1 個体が得られたのみ。 ほとんど利

用されていないものと思われる。 （畑　晴陵）

フグ目フグ科 TETRAODONTIDAEフグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

トラフグ属　　Takifugu xanthopterus (Temminck & Schlegel, 1850)

シマフグ          珍しさ ★★★★★

■ シマフグ Takifugu xanthopterus KAUM–I. 71427, 368.9 mm SL

■ シマフグの頭部（KAUM–I. 71427, 368.9 mm SL）
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フグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

【解説】 体は白色を呈し、体背面には茶褐色の複雑な模様がはいる。 体側面には黄色縦帯が （不連続なこともある）、

頭部側面には 5 本の黄褐色の横帯がそれぞれはいる。 同属のナミダフグ （本書未掲載） とは色彩のほか、 胸鰭軟

条数が 14 ～ 17 であること （ナミダフグでは 13 ～ 15） により識別される。 南日本からパプアニューギニアにかけて

の西太平洋に広く分布する。 日本国内においては、 これまで八丈島、 相模湾から土佐湾にかけての太平洋沿岸、

鹿児島県笠沙、 鹿児島湾から記録されており、 内之浦湾から得られた標本は九州太平洋沿岸からの初記録である。

なお、 原口 （2007） により鹿児島県笠沙からナミダフグの分布の北限記録として報告された標本はシッポウフグであ

る （松浦、 2016）。 内之浦湾では稀に定置網により漁獲される。 毒性に関しては不明な点が多く、 内之浦において

も利用されていない。 奄美大島からのみ報告されている同属種アマミホシゾラフグ （本書未掲載） はオスが海底に

放射状に並んだ砂山 （通称ミステリーサークル） を作り、 メスの産卵床とすることが報告されており、 その際には本

属に特徴的な下顎の突出部をシャベルの様に利用することが知られているが （Matsuura, 2015）。 ただし、 その他

のシッポウフグの産卵生態に関しては不明な点が多い。 （畑　晴陵）

シッポウフグ属　　Torquigener brevipinnis (Regan, 1902)

シッポウフグ          珍しさ ★★★

■ シッポウフグ Torquigener brevipinnis KAUM–I. 68436, 92.1 mm SL

■ シッポウフグ Torquigener brevipinnis KAUM–I. 24607, 48.1 mm SL
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【解説】 ハリセンボン科魚類は体が棘で被われることが

特徴だが、 本種の棘はやや鈍く、 不動性である。 また、

全ての鰭に小黒斑をもつことも本種の特徴。 体に黒色

斑が散在する個体とない個体がいる。 無毒。 最大で 55 
cm に達する大型種で、 体長 40 cm を越える大型個体

が多く、 むしろ 20 cm 以下の小型個体をみることはほと

んどない。 棘はするどくはないが、 40 cm を越える大型

個体ともなると非常に重いため、 抱えると棘が腕や手に

喰い込んで痛い。 水深 40 m 以浅のサンゴ礁 ・ 岩礁域

イシガキフグ属　　Chilomycterus reticulatus (Linnaeus, 1758)

イシガキフグ          珍しさ ★★

フグ目ハリセンボン科 TETRAODONTIDAEフグ目フグ科 TETRAODONTIDAE

■ イシガキフグ Chilomycterus reticulatus KAUM–I. 82780, 287.3 mm SL

■ イシガキフグ Chilomycterus reticulatus KAUM–I. 73993, 296.3 mm SL

■ 水揚げされたイシガキフグの約 50 cm SL の大型
個体（2006 年 5 月 25 日撮影）

に生息し、 悠々と泳いでいるか岩やテーブルサンゴの下でじっとしていることが多く、 目があっても逃げようとしないこと

から、大型個体はその大きさゆえ自然下においてほとんど天敵がいないことが推察される。 全世界の暖海域に分布し、

国内でもほぼ全域に分布する。 皮が厚く、 そのほとんどが硬い棘の基部で被われているため、 調理に多大な手間が

かかるうえ、 体のわりに身が極めて小さく、 可食部が少ないことから、 全国的にも内之浦漁港においても食用とされる

ことはほとんどないであろう。 （小枝圭太）
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フグ目ハリセンボン科 TETRAODONTIDAE

【解説】 ハリセンボン科のなかでも体の棘が動かないグループで、 尾

柄部背面に棘がない、 体の背面と側面に多数の暗褐色斑をもつが、

腹面にはないことなどが特徴。 あまり大きくならない種で、 最大でも体

長は 15 cm ほど。 1993 年に Matsuura et al. (1993) により日本から

初めて記録された。 水深 5 ～ 30 m 沿岸の砂礫底に生息する （松浦、

2016）。 インド ・ 西太平洋の熱帯～温帯域に分布する。 国内では佐

渡島、 能登半島、 兵庫県浜坂、 山口県日本海沿岸、 伊豆半島、 紀

伊半島、 高知県以布利 ・ 柏島、 沖縄本島から散発的に記録されてい

る。 内之浦では 2014 年に写真の体長 10 ～ 15 cm 程度の個体が写

真により確認されており、 これは九州沿岸からの初めての記録といえ

る。 ただし、 標本は残っていない。 （小枝圭太）

メイタイシガキフグ属　　Cyclichthys orbicularis (Bloch, 1785)

メイタイシガキフグ          珍しさ ★★★★★

■ 水揚げされたメイタイシガキフグ Cyclichthys orbicularis（2014 年 7 月 21 日撮影）

■ 352_Cyclichthys_orbicularis_KAUM–I. 20140721 メイタ
イシガキフグ -Uchinoura2.JPG

■ 大量に入網したハリセンボンDiodon holocanthus
（2003 年 6 月 11 日撮影）

■ 正面からみたメイタイシガキフグ
 （2014 年 7 月 21 日撮影）
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【解説】 全身を被う棘は可動性で、 危険を感じると胃に大量の水や空気を吸い込んで体を膨らませ、 棘を立てること

ができる。 この状態になるとよほどの大型魚でない限りは本種を捕食することは困難と思われる。 鰓孔の前方に黒色

斑がなく、 体の黒色斑に白い縁どりがないことでヒトヅラハリセンボン （本書未掲載） と識別できる。 棘の本数は 257
～ 354 本で和名である 「針千本」 には遠く及ばない （松浦、 2016）。 浅海のサンゴ礁や岩礁域で単独あるいは数個

体の小群で行動するが、 数年に 1 度、 個体数が劇的に増加することがあり、 この際は数百、 数千個体という大群が

みられる。 内之浦においても 2003 年に大量発生し、 網にかかったり、 棘で他の魚に傷がつき値崩れを起こすなど甚

大な被害がでた。 港の壁沿いを泳ぐ姿もよくみられる。 国内のほぼ全域に分布する。 沖縄では汁物 （アバサー汁）

で食すため、 冬場には高値で取引される。 唐揚げなど揚げ料理も美味であり、 弾力と旨味が強い身は上質の鶏肉の

ようであるが、 体に対して可食部がかなり小さい。 内之浦では利用されずに、 選別して投棄されている。 （小枝圭太）

ハリセンボン属　　Diodon holocanthus Linnaeus, 1758

ハリセンボン          珍しさ ★

フグ目ハリセンボン科 TETRAODONTIDAEフグ目ハリセンボン科 TETRAODONTIDAE

■ ハリセンボン Diodon holocanthus KAUM–I. 71428, 134.6 mm SL

■ 大量に入網したハリセンボンを取り除く作業（2003 年 6 月 11 日撮影）
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フグ目マンボウ科 MOLIDAE

ヤリマンボウ属　　Masturus lanceolatus (Liénard, 1840)

ヤリマンボウ          珍しさ ★★★★★

【解説】 マンボウ科は尾鰭がなく、 尾部には舵鰭をもつ。 体は著しく側扁し、 体の後端を切り落としたような姿をして

いる。 本種は舵鰭の後縁中央が突出することが特徴で、 とりわけ小型個体の舵鰭は非常に長く、 体長の同程度に

もなる。 台湾東部における研究で、 本種が最高で 23 歳まで生きることが確認されている （Liu et al., 2009）。 国内

では宮城県以南の太平洋沿岸域、 秋田県以南の日本海 ・ 東シナ海沿岸、 琉球列島から散発的に記録されており、

2016 年には奄美大島からも報告された（小枝ほか、2016）。 内之浦漁港では体長 40 cm 程度の小型個体（KAUM–I. 
98257） の標本が得られており、 10 ～ 15 cm のさらに小型の 2 個体も記録されている。 これらの 2 個体の小型標

本は澤井 ・ 山田 （2017） により鹿児島県本土沿岸からの初めての記録として報告された。 （小枝圭太）

■ ヤリマンボウ Masturus lanceolatus KAUM–I. 98257, 362.1 mm SL
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フグ目マンボウ科 MOLIDAEフグ目マンボウ科 MOLIDAE

■ ヤリマンボウ Masturus lanceolatus, 約 12 cm SL （2016 年 5 月 14 日撮影）

■ ヤリマンボウ Masturus lanceolatus, 約 20 cm SL（2016 年 5 月 14 日撮影）
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フグ目マンボウ科 MOLIDAE

マンボウ属　　Mola mola (Linnaeus, 1758) 

マンボウ          珍しさ ★★★★

【解説】 本種は舵鰭がまるく、 舵鰭軟条数が 10 ～ 13、

全長 2 m 以上の個体では舵鰭の後縁が波型になること

が特徴。 非常に大型の種で、 体高も高い。 マンボウ属

魚類には分類学的な混乱がみられ、 学名や和名の問題

など数多くの問題が散見されたが、 Sawai et al. (2017)
によりマンボウには Mola mora が、 ウシマンボウ （本書

未掲載） には Mola alexandrini (Ranzani, 1839) の学名

がそれぞれ対応することが明らかにされた。 マンボウは

躯幹部の鱗が真上から見ると点状で、 その先端が細か

く分枝することによりウシマンボウと識別される （ウシマ

ンボウでは真上から見ると線状で、 先端は分枝しない）。

また大型個体では、 マンボウは頭部の背縁と腹縁が顕

著に膨らまないことや （顕著に膨らむ）、 舵鰭後縁が波

打つ （波打たない） ことなどによっても識別できる。 本

種は外洋性でおもに表層を遊泳するが、 水深 844 m か

■ 水揚げされたマンボウ Mola mola（2011 年 2 月 22 日撮影）

■ 複数で入網したマンボウ （2016 年 4 月 15 日撮影）

らの記録もあり、 その生態のほとんどはまだ謎に包まれている。 国内のほぼ全域に分布するが、 琉球列島での報告

例は少ない。 特徴的な形、 ゆったりとした動き、 覚えやすい名前により水族館の人気者である。 食用にもなり、 身と

肝臓を酢味噌に和えて食する。 漁獲量は年により異なり、 安定した漁獲はない。 （小枝圭太）



フグ目マンボウ科 MOLIDAE
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